
鉄道部のお仕事
国土交通省中部運輸局
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１．鉄道部の組織

次長

○鉄道事業の許可・認可・届出 ○軌道事業の特許・認可、
○鉄道等の業務・輸送サービス、鉄道係員の職制・服務に関する指導、表彰 等

○鉄道設備、鉄道駅周辺設備等への支援
○鉄道等に関するバリアフリー化

○鉄道等の土木・電気施設の認可・届出 ○鉄道等車両の確認・届出
○鉄道等の施設に関する災害防止・災害復旧・環境対策
○鉄道等の技術的施策の検討・調整 ○踏切道に関する連絡・調整

○鉄道等の運転免許の交付・運転管理者の選解任の届出
○鉄道等の運転事故等の調査分析及び原因究明
○鉄道等の運転保安

○鉄道事業等の立入検査の実施
○鉄道等の安全管理規程・安全統括管理者の選任の届出
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監理課

計画課

技術・防災課

安全指導課

鉄道安全監査官

鉄道部長



２．監理課の主な仕事の内容

２

・駅やウェブサイト等による旅客への案内や駅や車内旅客サービス等の
確認を行い、指導や助言、監査などを行う
・運休発生などのトラブル発生時の旅客への情報提供や駅における案内
等の確認を行い、指導や助言を行う

（３）鉄道等のサービス・利便性向上

・鉄道等事業を行う場合、駅の新設など鉄道等事業を変更する場合に
内容の審査、許可、認可等を行う。
・運賃を変更しようとする場合に内容の審査、認可を行う。

（１）鉄道等事業に関する許認可

・経営の厳しいローカル鉄道について、鉄道事業者や地元自治体などと
協議を行い、利用促進策や経費負担の軽減などの指導や助言を行う。
・地域にとって必要となる交通の確保について、鉄道事業者や地元自治
体などに助言を行う。

（２）ローカル鉄道の維持・存続に関する調整



３．計画課の主な仕事の内容

（１）鉄道等の整備

・地域鉄道の安全性向上に資する設
備の整備等への支援
・既存の駅におけるバリアフリー化
設備の整備を支援
・低床式車両の導入、ＩＣカードの
導入等の駅等の利用者の利便性向
上に資する取組に対する支援

３

（２）ローカル鉄道再構築

・大量輸送機関としての特性を生か
す事ができず、持続性が危ぶまれ
る旅客鉄道路線が、地域の支援を
受けつつ事業構造の変更と利用者
の利便を確保する取組に対し助言
や支援を行う 高速化（軌道強化） 駅の新設・移設・改築



４．技術・防災課の主な仕事の内容
（１）鉄道等の土木・電気施設の認可・届出及び鉄道車両の確認・届出の審査

・土木施設
・電気設備
・鉄道車両
・その他設備

４

線路状態の検査

災害現場調査

踏切道安全対策

歩道設置

（２）鉄道施設等の検査

・鉄道の高架化
・駅の新設
・ＡＴＳ機能の確認

など

（３）踏切道に関する連絡・調整

・踏切道に係る調整・連絡
等による踏切道における
安全確保の推進

（４）鉄道施設等に関する災害
防止・復旧の支援

・鉄道施設等に係る防災対
策支援、被災施設復旧の連
携調整、災害復旧の支援

連絡・調整会議

防災対策支援・法面補強
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５

５．安全指導課の主な仕事の内容

○鉄道の運転、鉄道運転事故等の調査分析及び原因究明に関すること

・列車の運転免許試験の実施、免許の交付
・異常気象時における列車運行状況等の情報収集
・鉄道運転事故等の調査分析、原因究明及び
再発防止対策の指示・指導

・鉄道の運行計画（ダイヤ）に関すること

６．鉄道安全監査官の主な仕事の内容

○鉄道等の保安監査、運行の安全確保に関すること

・保安監査の計画・立案・実施
・運輸安全マネジメント評価の計画・立案・実施
・運輸安全委員会の活動支援（列車衝突事故・列車脱線事故・列車
火災事故等発生時）

免許試験（反応速度検査）保安連絡会議



中部運輸局鉄道部職員を目指す方々へ先輩からのメッセージ

中部運輸局鉄道部職員を目指す皆様、こんにちは。

鉄道は、土木、電気、車両、運転、サービスといった各分野をシステム化し
効率化されている安全・安心な公共交通機関です。
また、日々多くの人が利用するため列車の遅れなど些細なことでもニュース

に取り上げられる生活に密着した公共交通機関です。

鉄道部の業務は、公共交通としての大量輸送機関である鉄道の未来をつくる
大変やりがいのある仕事であり、主に鉄道の安全に関する指導として、鉄道事
業の許可・運賃の認可などの書類審査から、施設の完成検査や保安監査など業
務範囲は多岐にわたり、近年においては、リニア中央新幹線や北陸新幹線、
ローカル鉄道事業の再構築などに関する業務も増えてきているところです。

運輸局は鉄道施設自体を建設し運営することはしませんが、国民の皆様に、
「安全かつ安心して鉄道を利用していただく」ため、国の機関として重要な役
割を果たすべく、鉄道事業者や自治体とコミュニケーションをとりながら日々
業務を行っている組織です。

鉄道に興味があるなしに関係なく元気で積極的に取り組む方々を歓迎します。
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